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SBM
SBM 研究会での思いがけない出来事

　研究会企画時にはインターネットを使ったライブ中継

を予定していたが，会場はインターネット利用に制限が

あることが判明し，上記計画を断念した．　　

　ところが参加者の一部がモバイルインターネットを利

用可能な PC端末を持参していたことから，「思いがけ

ない」印象的な事象が起きることになる．

　実はモバイルインターネットが可能な PC端末を持参

した人たちが twitter1）を用いて会場の様子を随時書き込

みしていたのだ．twitterとは個人の「つぶやき」がWeb

ブラウザを用いてWebで公開可能なサービスであり，

登録手続きを行うと他ユーザ（ここでは友人と呼ぶこと

にする）とつぶやきを共有することができる．当初は

twitterを使って各々 SBM研究会の様子を実況していた

人たちが，友人間で「つぶやき」を共有可能な twitterの

仕組みによって，SBM研究会に対する「つぶやき」，い

や「感想」「実況」のクラスタが「自動的」に形成され，結

果的に実況者間で SBM研究会の意見を交換する場と昇

華した．さらにはこの twitterでの「実況」は SBM研究会

にリアルで参加していない人たちにも影響を与え，彼ら

が SBM研究会にリアルに参加している人たちに質問と

いう「つぶやき」を発するところまで成長したのだ．

　通常，このようなオンラインでの参加者間の双方向コ

ミュニティ手段はイベント主催者が提供する．たとえば

IETFは Jabber2）をオンラインでのコミュニケーション手

段として提供している．研究会事務局側が意図せずに，

自発的にこのような双方向コミュニティが生まれたこと

は特徴的といえるだろう．これは SBM研究会の参加者

の多くがインターネットサービスにおいて先端的なユー

ザであることを示唆しているのかもしれない．

　またもう 1つ「思いがけない」出来事が発生したこと

を記しておきたい．それは Blogを使いリアルタイム

で SBM研究会に対する議事メモを書いた人がいたのだ．

この議事メモ 3）が一部の SBMのアルファクリッパー（有

用な記事を先駆的に SBMを用いてブックマークするユ

ーザ）によって知られると，はてなブックマークを媒介

して多数の SBMユーザにこの議事メモが読まれること

になった．　

　この議事メモは，はてなブックマークの被ブックマー

ク数が 100を超え，SBMユーザにとっては大変注目さ

れる記事となった．

SBM 研究会の感想と SBM とのつながり

　筆者の個人的な意見となるが，筆者が主催している

VoIP Conference 2008などのイベントを通して 1つ残念

なことを感じていた．それは参加者の生の意見をなかな

かじっくり聞けないことである．イベント会場では参加

者に対して紙ベースのアンケートを実施しているが，ア

ンケートのスペースが限られている，時間が限られてい

る等により十分な意見がアンケートに反映されていると

は考えにくい．

　そこで参加者の多くがインターネットユーザである

特性を活かして，筆者は参加者に Blogやmixiを用いて

感想を書いてもらうことを促した．特に Blogの場合に
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はタグを［SBM研究会］として SBMでクリップしてもら

うことにした．この結果 SBMの特性を活かして参加者

／非参加者が SBM勉強会の感想群を簡単に読むことが

できる．また SBM研究会に参加していなかった人が感

想 Blogに SBMでコメントをすることにより，間接的

に SBM研究会の各講演に感想を述べることに繋がった．

なお SBM勉強会の Blogでの感想は，はてなブックマー

ク等の［SBM勉強会］タグ 4）（図 -1）を見ていただきたい．

　今回実験的に行った SBMによる［SBM勉強会］という

イベント公式タグの利用は，イベント運営者・参加者と

もに大勢のイベント感想・意見を収集しやすくすること

が可能である．よって今後さまざまなイベントで SBM

の公式タグが利用されることが期待できる．

SBM 研究会の今後

　幸いにも SBM研究会には SBMに関する有識者やビジ

ネスパーソンが数多く参加していたため，再度 SBM研

究会を開催してほしいという声を多数いただいた．その

意見に応えるべく 2008年 12月 6日に第２回 SBM研究

会を開催することが決定した 5）．

　なお，第２回 SBM研究会の目玉として，SBM事業者

と研究者によるパネルディスカッションが挙げられる．

本パネルディスカッションにて SBM事業者が研究者に

対して，どのようなデータを提供できるかを議論する．

SBM事業者が保有する各種データを今後研究目的で利

用可能となるだろう．研究者・開発者・ユーザ間で益々

活発な議論の場となるであろう第 2回 SBM研究会にご

期待いただきたい．
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図 -1　はてなブックマークにおける SBM 研究会タグ


